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ボリューム容量レポートをカスタマイズする

以下に記載するサンプルのカスタム レポートを使用して、ボリュームの容量とパフォー
マンスに関連する潜在的な問題を特定して対処することができます。

スナップショットの自動削除がオフになっている、容量がいっ
ぱいに近づいているボリュームを識別するレポートを作成しま
す。

Snapshotの自動削除機能が無効になっていて容量がフルに近づいているボリュームをリ
ストするレポートを作成できます。このレポートは、Snapshotの自動削除を設定する必
要があるボリュームを特定するのに役立ちます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順を実行して、必要な列を正しい順序で表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポートを
生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > ボリューム をクリックします。

2. [表示] メニューで、[容量] > [すべてのボリューム] を選択します。

3. レポートに不要な列を削除するには、[表示/非表示] を選択します。

4. 「Snapshot Autodelete」列と「Days To Full」列を「Available Data Capacity」列の近く
にドラッグ アンド ドロップします。

5. フィルター アイコンをクリックし、次の 2 つのフィルターを追加して、[フィルターの適用] をクリックし
ます。

◦ フルまでの日数が30日未満

◦ Snapshotの自動削除が無効

6. [フルまでの日数] 列の上部をクリックすると、残り日数が最も少ないボリュームがリストの上部に表示さ
れます。

7. ビューに表示されている内容を反映する特定の名前 (例: 「Vols near capacity」) でビューを保存し
ます。

8. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

9. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、ボリュームでSnapshotの自動削除を有効にしたり、使用可能なスペース
を増やす方法を特定したりすることができます。
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シンプロビジョニングが無効になっているボリュームで使用さ
れているスペースを識別するレポートを作成します

シンプロビジョニングされていないボリュームは、ボリューム作成時に定義されたスペ
ースの全容量をディスク上で占有します。シンプロビジョニングが無効になっているボ
リュームを特定することで、特定のボリュームでシンプロビジョニングを有効にする必
要があるかどうかを判断できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

次の手順を実行して、必要な列を正しい順序で表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポートを
生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > ボリューム をクリックします。

2. [表示] メニューで、[容量] > [すべてのボリューム] を選択します。

3. レポートに不要な列を削除するには、[表示/非表示] を選択します。

4. 「使用データ %」列と「シン プロビジョニング」列を「使用可能なデータ容量」列の近くにドラッグ ア
ンド ドロップします。

5. フィルター アイコンをクリックし、次のフィルター「シン プロビジョニング は いいえ」を追加して、「
フィルターの適用」をクリックします。

6. 「使用データ %」列の上部をクリックすると、最も高いパーセンテージのボリュームがリストの上部に表
示されるように結果が並べ替えられます。

7. ビューに表示されている内容を反映する名前 (例: 「Vols no thin provisioning」) を付けてビュー
を保存します。

8. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

9. スケジュールの追加 をクリックして、レポート スケジュール ページに新しい行を追加し、新しいレポー
トのスケジュール特性を定義できるようにします。

10. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示された結果を基に、特定のボリュームでシンプロビジョニングを有効にすることができます。

データをクラウド層に移動する必要があるFabricPoolアグリゲ
ート上のボリュームを識別するレポートを作成します

現在FabricPoolアグリゲートにあってクラウド階層に関する推奨事項があり、さらに大
量のコールド データがあるボリュームのリストを記載したレポートを作成できます。こ
のレポートは、より多くのコールド (非アクティブ) データをクラウド層にオフロードす
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るために、特定のボリュームの階層化ポリシーを「自動」または「すべて」に変更する
必要があるかどうかを判断するのに役立ちます。

開始する前に

• アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• FabricPoolアグリゲートを設定しておく必要があります。また、それらのアグリゲート上にボリュームが
必要です。

次の手順を実行して、必要な列を正しい順序で表示するカスタム ビューを作成し、そのビューのレポートを
生成するようにスケジュール設定します。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインで、ストレージ > ボリューム をクリックします。

2. [表示] メニューで、[パフォーマンス] > [すべてのボリューム] を選択します。

3. 列選択で、「ディスク タイプ」列がビューに表示されていることを確認します。

他の列を追加または削除して、レポートにとって重要なビューを作成します。

4. 「ディスク タイプ」列を「クラウド推奨」列の近くにドラッグ アンド ドロップします。

5. フィルター アイコンをクリックし、次の 3 つのフィルターを追加して、[フィルターの適用] をクリックし
ます。

◦ ディスクタイプにFabricPoolが含まれる

◦ クラウドに関する推奨事項に階層が含まれる

◦ 10 GBを超えるコールドデー
タ

6. [コールド データ]列の上部をクリックして、コールド データの量が最も多いボリュームがビューの先頭に
表示されるようにします。

7. ビューに表示されている内容を反映する名前 (例: 「Vols change tiering policy」) を付けてビュー
を保存しま
す。
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8. インベントリページの*スケジュールされたレポート*ボタンをクリックします。

9. 新しいレポートのスケジュール特性を定義できるように、「スケジュールの追加」をクリックして「レポ
ート スケジュール」ページに新しい行を追加します。

10. レポートスケジュールの名前を入力し、他のレポートフィールドを入力して、チェックマーク（  ) を行
の末尾に追加します。

テスト レポートがすぐに送信されます。以降、指定した頻度でレポートが生成され、リスト内の受信者
にEメールで送信されます。

レポートに表示される結果に基づいて、System Manager またはONTAP CLI を使用して、特定のボリューム

の階層化ポリシーを「auto」または「all」に変更し、より多くのコールド データをクラウド階層にオフロ
ードする必要がある場合があります。
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